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２
０
２
２
年
10
月
13
日
（
木
）、
14
日
（
金
）
の
２
日

間
、
第
84
回
全
国
都
市
間
題
会
議（
全
国
市
長
会
、（
公

財
）後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所
、（
公
財
）日

本
都
市
セ
ン
タ
ー
、
長
崎
市
主
催
、（
公
財
）
全
国
市

長
会
館
協
賛
）
が
、
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。
今
回
の
会
議
は
「
個
性
を
活
か
し
て
『
選
ば

れ
る
』
ま
ち
づ
く
り
〜
何
度
も
訪
れ
た
い
場
所
に
な
る

た
め
に
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
か
ら
市
区
長
、
市
区

議
会
議
長
、
市
区
議
会
議
員
、
市
区
職
員
な
ど
約

１
９
０
０
人
に
の
ぼ
る
多
く
の
参
加
者
を
得
た
。
第

１
日
は
、
午
前
中
に
開
会
式
、
基
調
講
演
と
主
報
告
、

午
後
に
は
一
般
報
告
が
行
わ
れ
た
。
第
２
日
に
は
、

午
前
中
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
閉
会
式
、

午
後
に
は
希
望
者
に
よ
る
行
政
視
察
が
行
わ
れ
た
。

全国都市問題会議報告
第84回

（公財）後藤・安田記念東京都市研究所　主任研究員 田
た な か

中暁
あ き こ

子

個性を活かして「選ばれる」まちづくり
〜何度も訪れたい場所になるために〜

開会あいさつを行う立谷会長

開会式
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開
会
式

　

開
会
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
全
国
市
長
会
会

長
の
立
谷
秀
清
・
相
馬
市
長
に
よ
る
開
会
あ
い
さ
つ
、

続
い
て
田
上
富
久
・
長
崎
市
長
に
よ
る
開
催
市
市
長
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
石
賢
吾
・
長
崎
県
知
事

（
柿
本
敏
晶
・
長
崎
県
統
轄
監
が
代
読
）か
ら
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
。

基
調
講
演

　

髙
田
旭
人
・
株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
民
間
主
導
の

地
域
創
生
の
重
要
性
」
と
題
し
て
基
調
講
演
し
、
長
崎

を
、
さ
ら
に
は
全
国
の
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
民

間
企
業
の
役
割
に
つ
い
て
、
同
社
が
進
め
て
い
る
「
長

崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
を
通
じ

て
紹
介
し
た
。

　

ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
は
通
信
販
売
事
業
を
通
じ
て
、
世
の

中
に
あ
る
良
い
も
の
を「
見
つ
け
る
」「
磨
く
」「
伝
え
る
」

こ
と
を
培
っ
て
き
た
。
近
年
は
、
そ
の
三
つ
の
ス
テ
ッ

プ
を
地
域
で
活
か
す
た
め
に
、
二
つ
目
の
事
業
の
柱
と

し
て
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
創
生
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

地
域
創
生
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
は
、
２
０
１
７
年

に
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
を

完
全
子
会
社
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
２
０
２
０
年
に
は

長
崎
初
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
「
長
崎

ヴ
ェ
ル
カ
」
を
立
ち
上
げ
、
現
在
は
、
長
崎
駅
か
ら
徒

歩
10
分
に
位
置
す
る
三
菱
重
工
業
長
崎
造
船
所
幸
町
工

場
跡
地（
約
７
ha
）で
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
や
商
業

施
設
、
ホ
テ
ル
な
ど
か
ら
な
る
「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ

テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
、
２
０
２
４
年
の
開
業

を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
背
景

と
し
て
、
長
崎
市
は
、
人
口
の
転
出
超
過
が
多
い
と
い

う
事
実
が
あ
る
。
長
崎
か
ら
東
京
や
大
阪
、
福
岡
に
出

て
い
か
ず
に
、
全
国
で
戦
え
る
、
さ
ら
に
は
、
幸
せ
を

感
じ
ら
れ
る
仕
事
を
生
み
だ
せ
な
い
か
。
一
度
長
崎
か

ら
出
て
行
っ
た
と
し
て
も
、
将
来
戻
っ
て
き
た
と
き

に
、
楽
し
み
が
増
え
る
よ
う
な
ま
ち
を
つ
く
れ
な
い

か
。
そ
う
し
た
思
い
が
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

も
、
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
年
間
約
20
日
ほ
ど
で

あ
る
。
そ
の
わ
ず
か
20
日
の
た
め
に
ス
タ
ジ
ア
ム
を
建

設
し
よ
う
と
す
る
と
、
収
支
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
難
し

い
。
し
か
し
、
公
平
性
を
重
視
す
る
行
政
で
は
で
き
な

い
よ
う
な
、
民
間
企
業
な
ら
で
は
の
や
り
方
で
、
ス
タ

ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
全
体
の「
幸
福
の
総
量
を
最
大
化
す
る
」

こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
食
事
も
含
め
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
Ｖ
Ｉ
Ｐ
ル
ー
ム
に
よ
っ
て
収

益
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
ゴ
ー
ル
裏

席
は
相
対
的
に
安
価
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

試
合
が
な
い
日
は
、
併
設
さ
れ
た
保
育
園
の
子
ど
も
た

ち
が
芝
の
上
を
走
り
回
っ
た
り
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
Ｖ
Ｉ

Ｐ
ル
ー
ム
を
ス
タ
ジ
ア
ム
が
臨
め
る
ホ
テ
ル
と
し
て
活

用
し
た
り
、
民
間
企
業
な
ら
で
は
の
柔
軟
性
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
検
討
し
て
い
る
。

主
報
告

　

田
上
富
久
・
長
崎
市
長
は
「
長
崎
市
の
魅
力
あ
る
ま

基調講演

髙田・株式会社ジャパネットホールディ
ングス代表取締役社長兼CEO

主報告

田上・長崎市長



8DECEMBER 2022 市政

ち
づ
く
り
」
と
題
し
、
長
崎
市
で
進
行
中
の
さ
ま
ざ
ま

な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
説
明
し
た
。

　

長
崎
市
で
は
、
人
口
減
少
下
で
平
成
の
市
町
村
合
併

が
行
わ
れ
、
市
域
が
広
が
っ
た
。
人
口
密
度
の
低
下
に

と
も
な
う
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
、

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
長
崎
」と
い
う

考
え
方
に
基
づ
き
、
活
力
と
暮
ら
し
や
す
さ
を
維
持
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
都
心
部
の
機
能

を
落
と
さ
ず
、
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
大
事
で
あ

り
、
長
崎
市
の
都
心
部
で
は
現
在
、
長
崎
駅
周
辺
（
陸

の
玄
関
）、
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
、
松
が
枝
周
辺（
海
の

玄
関
）、
ま
ち
な
か
（
母
屋
）
で
ま
ち
づ
く
り
の
動
き
が

進
ん
で
い
る
。

　

陸
の
玄
関
、
海
の
玄
関
を
大
事
に
す
る
背
景
に
は
、

長
崎
の「
交
流
の
ま
ち
」と
し
て
の
歴
史
が
ベ
ー
ス
に
あ

る
。
長
崎
学
の
創
始
者
で
あ
る
古こ

が賀
十じ

ゅ
う
じ
ろ
う

二
郎
の
「
港
あ

り　

異
国
の
船
を
こ
こ
に
招
き
て　

自
由
な
る
町
を
ひ

ら
き
ぬ　

歴
史
と
詩
情
の
ま
ち
長
崎　

世
界
の
ナ
ガ
サ

キ
…
」
と
い
う
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
長
崎
は
開
港
か

ら
現
在
ま
で
、
港
を
通
じ
て
交
流
を
し
な
が
ら
発
展
し

て
き
た
ま
ち
で
あ
る
。
南
蛮
船
、
出
島
・
唐
人
屋
敷
、

居
留
地
の
時
代
、
上
海
航
路
の
時
代
、
観
光
都
市
の
時

代
と
、
時
代
に
よ
っ
て
交
流
の
形
は
変
わ
り
、
現
在
は
、

時
代
の
変
革
期
を
迎
え
て「
21
世
紀
の
交
流
都
市
」に
進

化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

ま
ち
の
玄
関
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
な
か（
母
屋
）の
魅

力
や
価
値
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
し

て
、
近
年
で
は
価
値
観
が
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
お

り
、
新
た
な
価
値
を
求
め
て
大
都
市
か
ら
地
方
へ
と
新

た
な
人
の
流
れ
も
生
ま
れ
始
め
て
い
る
。

　

野の
も
ざ
き

母
崎
地
区
で
発
見
さ
れ
た
恐
竜
の
化
石
か
ら
は

「
価
値
を
見
つ
け
る
」こ
と
。
長
崎
市
に
散
ら
ば
る
魅
力

を
見
つ
け
な
が
ら
ま
ち
歩
き
を
す
る
「
長
崎
さ
る
く
」

（「
さ
る
く
」と
は「
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
く
」と
い
う
方
言
）の
取

り
組
み
と
、
軍
艦
島
や
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
か
ら
は

「
価
値
に
気
づ
く
」
こ
と
。
景
観
専
門
監
制
度
か
ら
は

「
価
値
を
磨
く
」こ
と
。「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」や
長
崎
大
学
が
計
画
し
て
い
る
Ｂ
Ｓ
Ｌ（
バ

イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
レ
ベ
ル
）
４
施
設
、
若
者
が
始
め
た

旅
の
サ
ブ
ス
ク
施
設
Ｈ
ａ
ｆ
Ｈ（
ハ
フ
）、
市
民
団
体
が

取
り
組
ん
で
い
る「
さ
か
の
う
え
ん
」か
ら
は「
価
値
を

生
み
出
す
」
こ
と
。
長
崎
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
四
つ
の

視
点
か
ら
、
ま
ち
の「
価
値
」を
見
つ
め
直
す
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
長
崎
ら
し
い
、
長
崎

に
あ
っ
た
暮
ら
し
や
す
さ
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
般
報
告

　

第
１
日
の
午
後
は
、
３
題
の
一
般
報
告
が
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
田
中
輝
美
・
島
根
県
立
大
学
地
域
政
策
学
部

准
教
授
が
、「
何
度
も
訪
れ
た
く
な
る
場
所　

都
市
の

新
た
な
魅
力
と
関
係
人
口
」
と
題
し
た
報
告
を
行
い
、

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
担
い
手
不
足
と
い
う
課
題
に

対
し
、「
つ
な
が
り
」を
つ
く
る
こ
と
で
立
ち
向
か
う
可

能
性
が
示
さ
れ
た
。

　
「
も
ち
が
せ
週
末
住
人
の
家
」（
鳥
取
市
用も
ち
が
せ
ち
ょ
う

瀬
町
）
は

空
き
家
を
使
っ
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
あ
る
。「
週
末
住

人
ｓ
」
と
し
て
登
録
し
た
学
生
や
若
手
社
会
人
が
、
週

末
に
な
る
と
定
期
的
に
通
っ
て
、
地
元
住
民
に
混
じ
っ

て
地
域
・
集
落
の
年
中
行
事
に
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、

一般報告

田中・島根県立大学地域政策学部准教授

佐藤・山形市長

髙尾・一般社団法人地域力創造デザイン
センター代表理事
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お
の
お
の
の
得
意
分
野
や
興
味
を
活
か
し
た
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。「
週
末
住
人
ｓ
」
と
住
民
が
一
緒
に
食
卓

を
囲
む
「
週
末
な
べ
部
」
も
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い

る
。「
草
刈
り
応
援
隊
」（
雲
南
市
）
は
、
約
50
人
の
草
刈

り
応
援
隊
が
、
年
に
３
回
通
っ
て
く
る
。
草
刈
り
で
汗

を
か
い
た
後
に
は
お
い
し
い
お
米
を
食
べ
て
、
住
民
と

交
流
す
る
。「
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
イ
ル
ミ
」（
邑
南
町
）
で
は
、

廃
線
と
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
宇
都
井
駅
が
す
て
き
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
見
る
だ

け
で
な
く
、
飾
り
付
け
や
片
付
け
に
協
力
し
て
一
緒
に

働
く
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

若
い
世
代
を
含
め
た
多
世
代
が
何
度
も
通
っ
て
く
る

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
名
前
が
覚
え
ら
れ
る
規
模
（
量

よ
り
質
）、
②
準
備
か
ら
片
付
け
、
打
ち
上
げ
ま
で
一

緒
に（
脱
・
お
客
さ
ま
は
神
様
）、
③
住
民
の
思
い
や
背

景
も
伝
え
る
（
ス
ト
ー
リ
ー
化
）
が
あ
る
。
東
京
生
ま

れ
、
東
京
育
ち
の
人
た
ち
は「
ふ
る
さ
と
難
民
」と
な
っ

て
お
り
、
ふ
る
さ
と
＝
つ
な
が
り
に
憧
れ
が
あ
る
。
つ

な
が
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
若
い
世
代
に
と
っ
て
は

価
値
で
あ
り
資
源
と
な
っ
て
い
る
。
関
係
人
口
と
い
う

言
葉
は
２
０
１
６
年
ご
ろ
に
生
ま
れ
た
。
こ
の
言
葉
の

背
景
に
は
、
人
口
の
供
給
サ
イ
ド
で
あ
る
都
市
住
民
は

つ
な
が
り
を
求
め
、
需
要
サ
イ
ド
の
過
疎
地
域
は
人
口

減
少
に
直
面
し「
よ
そ
者
」を
歓
迎
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
二
つ
の
変
化
が
あ
る
。
関
係
人
口
は
過
剰
に
奪

い
合
わ
な
く
て
よ
く
、
限
ら
れ
た
担
い
手
を
共
有
（
シ
ェ

ア
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
を
野
球
チ
ー
ム
に
例

え
る
と
、
関
係
人
口
は「
助
っ
人
外
国
人
」で
あ
る
。
自

分
た
ち
の
チ
ー
ム
の
課
題
や
戦
力
を
把
握
し
た
上
で
、

ど
ん
な
助
っ
人
外
国
人
が
必
要
な
の
か
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
力
を
合
わ
せ
て
チ
ー
ム
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
佐
藤
孝
弘
・
山
形
市
長
は
「
ビ
ジ
ョ
ン
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
〜
『
選
ば
れ
る
山
形
市
』
を
目

指
し
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
下
、「
健
康
医
療
先
進

都
市
」と「
文
化
創
造
都
市
」と
い
う
２
大
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
く
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
と
な
る
た
め
の
政
策
の
一

端
を
報
告
し
た
。

　
「
健
康
医
療
先
進
都
市
」
の
具
体
化
の
う
ち
、
①
「
医

療
」「
先
進
」
に
つ
い
て
は
、
市
立
病
院
済
生
館
の
充
実

と
山
形
大
学
医
学
部
と
の
連
携
に
よ
っ
て
推
進
し
て
い

る
。
②「
健
康
」に
つ
い
て
は
、
市
民
の
健
康
寿
命
延
伸

が
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、「
歩
く
こ
と
」と
そ
れ

を
補
完
す
る
公
共
交
通
の
充
実
を
ま
ち
づ
く
り
の
中
心

に
据
え
て
い
る
。

　

歩
数
に
よ
っ
て
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
が
た
ま
る
「
健

康
ポ
イ
ン
ト
事
業
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ
（
ス
ク
ス
ク
）」
は
、

９
０
０
０
人
近
く
の
市
民
が
登
録
し
、
楽
し
み
な
が
ら

歩
く
習
慣
を
身
に
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
４
０
０
年
前

か
ら
の
疎
水
で
あ
る
「
山
形
五
堰
」
を
活
か
し
な
が
ら
、

回
遊
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
五
つ
の

堰
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る「
御
殿
堰
」は
、
高
度
経
済
成

長
期
に
暗
渠
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
ま
だ
表
に
出
て

い
る
部
分
は
活
か
し
、
ふ
た
が
閉
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
ふ
た
を
開
け
、
堰
沿
い
を
歩
け
る
魅
力
的
な
ま
ち
に

し
て
い
く
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

中
で
示
さ
れ
て
お
り
、
少
し
ず
つ
整
備
が
進
ん
で
い

る
。
冬
で
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
る
よ
う
に
消
雪
道
路

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
も
進
め
ら
れ
て
い
る
し
、
冬
で
も

子
ど
も
が
、
し
か
も
障
が
い
の
分
け
隔
て
な
く
遊
べ
る

よ
う
に
屋
内
型
児
童
遊
戯
施
設
「
シ
ェ
ル
タ
ー
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
プ
レ
イ
ス　

コ
パ
ル
」
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
令
和
３
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
山
形

市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
や
、
山
形
市
の
も
う
一
つ
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ

る「
文
化
創
造
都
市
」に
基
づ
く
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
祭
の
開
催
や
拠
点
施
設
「
や
ま
が
た
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｑ
１
（
キ
ュ
ー
イ
チ
）」

な
ど
の
紹
介
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ

た
上
で
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
事
業
・
政
策
を
次
々
と
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展
開
し
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
市
民
・
企
業
な
ど
が
そ
の

方
向
性
に
合
致
す
る
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
ま
ち
の
個

性
が
よ
り
濃
く
な
る
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
が
示
さ
れ
た
。

　

三
つ
目
の
一
般
報
告
は
、
髙
尾
忠
志
・
一
般
社
団
法

人
地
域
力
創
造
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
か
ら

「『
交
流
の
産
業
化
』
を
支
え
る
景
観
ま
ち
づ
く
り
〜
長

崎
市
景
観
専
門
監
の
取
り
組
み
〜
」
と
題
し
て
行
わ
れ

た
。
長
崎
市
景
観
専
門
監
と
は
、
２
０
１
３
年
度
に

設
置
さ
れ
た
景
観
の
専
門
職
で
あ
る
。
長
崎
市
は

「
１
０
０
年
に
１
度
の
ま
ち
づ
く
り
」と
呼
ば
れ
る
、
大

規
模
な
事
業
に
よ
っ
て
ま
ち
が
大
き
く
更
新
さ
れ
る
時

期
を
迎
え
て
い
る
。
そ
の
一
つ
一
つ
の
公
共
事
業
に
少

し
ず
つ
工
夫
を
し
て
価
値
を
高
め
て
、
そ
れ
を
積
み
重

ね
て
行
く
と
い
う
景
観
専
門
監
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
公
共
事
業
デ
ザ
イ
ン
の
指
導
・
管
理
と
、
職
員
の

人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
髙
尾
氏
は
、「
マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求
５
段
階
説
」を

引
き
合
い
に
出
し
、「
選
ば
れ
る
地
域
」に
な
る
た
め
に

は
、「
生
理
的
欲
求
」「
安
全
の
欲
求
」と
い
っ
た「
低
次

の
欲
求
」だ
け
で
は
な
く
、「
社
会
的
欲
求（
帰
属
欲
求
）」

「
承
認
欲
求
」「
自
己
実
現
欲
求
」と
い
っ
た「
高
次
の
欲

求
」
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
そ
し
て
、「
高
次
の
欲
求
」が
満
た
さ
れ
る
空
間

づ
く
り
、
そ
の
場
所
で
し
か
享
受
で
き
な
い
価
値
を
生

み
出
す
景
観
づ
く
り
に
つ
い
て
、
長
崎
市
で
の
実
例
を

紹
介
し
た
。

　

平
和
公
園
爆
心
地
ゾ
ー
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
改
修
で

は
、
過
去
の
公
園
整
備
計
画
か
ら
デ
ザ
イ
ン
の
意
図
を

く
み
取
る
こ
と
や
、
道
路
区
域
と
公
園
区
域
の
境
界
を

意
識
し
な
い
こ
と
。
鍋
冠
山
公
園
展
望
台
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
は
、
世
界
遺
産
の
五
つ
の
構
成
要
素
が
展
望
台
か

ら
見
え
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
見
渡
す

よ
う
な
形
で
ス
ロ
ー
プ
を
登
っ
て
い
く
こ
と
や
、
障
が

い
者
の
動
線
を
分
け
な
い
こ
と
。
稲
佐
山
山
頂
電
波
塔

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
は
、「
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
だ
け
れ

ど
も
、
市
民
に
と
っ
て
も
誇
れ
る
日
常
風
景
に
な
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
考
え
の
下
、

長
崎
の
歳
時
記
や
時
間
に
よ
っ
て
変
化
す
る
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る
こ
と
。
こ
う
し
た
こ
と

が
、
長
崎
市
の
担
当
職
員
と
景
観
専
門
監
に
よ
る
現
場

確
認
・
議
論
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
、
個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
っ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

第
２
日
の
午
前
は
、
大
杉
覚
・
東
京
都
立
大
学
法
学

部
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
野
口
智
子
・

ゆ
と
り
研
究
所
所
長
、
田
中
敦
・
山
梨
大
学
生
命
環
境

学
部
教
授
、
桐
野
耕
一
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
崎
コ
ン
プ
ラ

ド
ー
ル
理
事
長
、
都
竹
淳
也
・
岐
阜
県
飛
驒
市
長
、
藤

原
保
幸
・
兵
庫
県
伊
丹
市
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
大
杉
氏
は
次
の
こ
と
を
指
摘
し
た
。
①
移

住
、
観
光
地
訪
問
、
関
係
人
口
な
ど
で
、「
人
が
移
動

す
る
」
と
き
の
選
択
基
準
は
何
な
の
か
。
基
調
講
演
で

髙
田
氏
が「
幸
せ
」と
い
う
こ
と
を
語
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
求
め
る
精
神
的
欲
求
が
様
変
わ
り
し
て
き
た
中
で

「
幸
せ
」と
は
ど
う
い
う「
幸
せ
」な
の
だ
ろ
う
か
。
②
単

に
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
幸
せ
づ
く
り
に
自
身
が
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
③
幸
せ
づ
く
り
を
誰
か
一
人
が
す
る
の
で

は
な
く
、
み
ん
な
で
シ
ェ
ア
し
て
い
く
。
そ
の
中
で
の

行
政
の
役
割
は
何
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
提
起
を
受
け

て
、
議
論
が
始
ま
っ
た
。

　

野
口
氏
は
、
そ
の
土
地
に
住
む
人
、
一
人
一
人
が
育

つ
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
頑
張
っ

て
い
る
人
た
ち
同
士
が
出
会
い
、
つ
な
が
り
、
成
長
し

て
い
る
事
例
と
し
て
、
雲
仙
市
に
お
け
る
「
雲く
も
せ
ん
に
ん

仙
人
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
紀
の
川
市
に
お
け
る「
フ
ル
ー
ツ
ツ
ー
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リ
ズ
ム
」を
紹
介
し
た
。

　

田
中
氏
は
、「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
の

日
本
に
お
け
る
変
遷
を
報
告
し
た
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
言
葉
の
知
名
度
が
一
気
に
上
が
っ
た
の
は
、

２
０
２
０
年
７
月
に
菅
官
房
長
官（
当
時
）が
政
府
と
し

て
推
進
方
針
を
発
表
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
当
初

は
「
旅
行
需
要
の
平
準
化
と
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
の

促
進
」
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
と

形
を
変
え
て
お
り
、
現
在
で
は
「
合
宿
型
」「
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
型
」「
地
域
の
課
題
解
決
型
」
な
ど
も
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
お
り
、
自
治
体
で
「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
」
と
い
う
時
に
、
誰
を
対
象
に
す

る
の
か
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
た
。

　

桐
野
氏
は
、
２
０
０
６
年
に
開
催
さ
れ
た
日
本
初
と

な
る
ま
ち
歩
き
博
覧
会
「
長
崎
さ
る
く
博
’06
」
を
き
っ

か
け
に
生
ま
れ
た「
長
崎
さ
る
く
」と「
ま
ち
づ
く
り
」に

つ
い
て
報
告
し
た
。「
長
崎
さ
る
く
」
で
は
普
通
の
市
民

が「
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
」と
な
り
、
ま
ち
に
や
っ
て
き
た

人
た
ち
に
思
い
っ
き
り
長
崎
自
慢
を
し
て
お
も
て
な
し

を
す
る
。
ま
ち
を
歩
く
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ち
を
見
つ

め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
長
崎
の
ま
ち
に
暮
ら
し
て

い
る
人
た
ち
と
一
緒
に
ま
ち
を
歩
く
こ
と
で
、
長
崎
の

ま
ち
を
訪
れ
た
人
が
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
振
り
返
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
、
他
の
ま
ち
の
人
々
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

都
竹
市
長
は
、
飛
驒
市
に
お
け
る
関
係
人
口
の
取
り

組
み
を
報
告
し
た
。
飛
驒
市
は
２
０
１
７
年
に
「
飛
驒

市
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
を
設
立
し
、
会
員
は
47
都
道
府
県

に
わ
た
り
、
そ
の
数
は
２
０
２
２
年
10
月
現
在
、
１
万

パネルディスカッション

大杉・東京都立大学法学部教授

田中・山梨大学生命環境学部教授

都竹・飛驒市長

野口・ゆとり研究所所長

パネリストコーディネーター

桐野・NPO法人長崎コンプラドール理
事長

藤原・伊丹市長
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人
を
超
え
て
い
る
。
東
京
、
大
阪
、
岐
阜
で
会
員
が
集

ま
り
交
流
す
る
「
飛
驒
市
フ
ァ
ン
の
集
い
」
や
、
会
員

か
ら
の
提
案
に
基
づ
い
て
「
飛
驒
市
フ
ァ
ン
の
集
い
in

飛
驒
市
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
活
動
を
行
う
中

で
、
自
主
的
に
飛
驒
市
に
来
て
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
を

す
る
人
が
現
れ
始
め
た
。
２
０
２
０
年
４
月
に
は
、
飛

驒
市
を
手
伝
い
、
関
わ
り
を
持
ち
た
い
フ
ァ
ン
の
方
々

と
、
市
内
で
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
課
題
を
マ
ッ
チ
ン
グ

さ
せ
る
関
係
案
内
所
「
ヒ
ダ
ス
ケ
！
」
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム（
困
り
ご
と
）の
提
供
者
は「
ヌ
シ
」、

参
加
者
は「
ヒ
ダ
ス
ケ
」さ
ん
と
呼
ば
れ
、
２
０
２
２
年

10
月
ま
で
の
約
２
年
半
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
数
は
１
４
３
、

参
加
人
数
は
１
１
８
５
名
と
な
っ
て
い
る
。
ヌ
シ
の
意

見
で
は
、
人
手
不
足
解
消
も
あ
る
が
、「
飛
驒
を
愛
す

る
方
た
ち
と
出
会
え
て
う
れ
し
い
」
と
い
う
こ
と
が
大

き
い
。

　

藤
原
市
長
は
、
伊
丹
市
民
に
、
伊
丹
の
ま
ち
に
対
し

て
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
を
醸
成
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
報
告

し
た
。
伊
丹
市
に
ゆ
か
り
の
深
い
著
名
人
に
、
伊
丹
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら
う
「
伊
丹
大
使
」
は
、

２
０
０
８
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
田
辺
聖
子
さ

ん
、
田
中
将
大
さ
ん
、
南
野
陽
子
さ
ん
、
有
村
架
純
さ

ん
、D

a-iCE

の
花
村
想
太
さ
ん
な
ど
が
就
任
し
て
い

る
。
ま
た
、
伊
丹
市
は
「
清
酒
発
祥
の
地
」
で
あ
り
、

建
築
年
が
確
認
で
き
る
日
本
最
古
の
酒
造
と
さ
れ
る

「
旧
岡
田
家
住
宅
・
酒
蔵
」
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、

２
０
２
０
年
に「
日
本
遺
産
」に
認
定
さ
れ
た
。
隈
研
吾

氏
が
手
掛
け
る
初
め
て
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）建
築
で
あ
る
新
市
庁
舎
な
ど
、「
行
き

た
い
」
ま
ち
に
選
ば
れ
る
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
・
Ｐ

Ｒ
戦
略
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

以
上
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
報
告
を
受
け
て
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
は
、「
人
は
人

に
会
い
に
行
く
」
こ
と
、
訪
問
者
を
受
け
入
れ
る
地
域

の
方
々
が
育
つ
こ
と
、
訪
れ
た
人
も
そ
の
土
地
に
よ
っ

て
育
っ
て
帰
る
よ
う
な
、
磨
き
あ
う
関
係
が
重
要
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
共
有
さ
れ
た
。

閉
会
式

　

続
い
て
閉
会
式
で
は
、
次
期
開
催
市
の
熊
谷
雄
一
・

八
戸
市
長
の
あ
い
さ
つ
、（
公
財
）後
藤
・
安
田
記
念
東

京
都
市
研
究
所
の
小
早
川
光
郎
理
事
長
の
閉
会
あ
い
さ

つ
が
行
わ
れ
た
。

行
政
視
察

　

午
後
の
行
政
視
察
は
、
６
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
た
。
わ
が
国
最
初
の
近
代
西
洋
式
病
院
で
あ
る
長
崎

（
小
島
）養
生
所
な
ど
を
巡
る
長
崎
の
医
学
・
感
染
症
対

策
視
察
と
、
居
留
地
路
地
裏
な
ど
を
巡
る
歴
史
文
化
を

活
か
し
た
ま
ち
の
魅
力
視
察
の
２
コ
ー
ス
は
、「
長
崎

さ
る
く
」
ガ
イ
ド
付
き
で
行
わ
れ
た
。
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト

グ
ル
ー
プ
が
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
を
中
心
に
建
設
を

進
め
て
い
る
「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」、
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
科
大
型
種
の
化
石
が
国
内

で
初
め
て
発
見
さ
れ
た
野
母
崎
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
長
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崎
市
恐
竜
博
物
館
」
な
ど
、
今
回
の
講
演
中
に
紹
介
さ

れ
た
場
所
を
実
際
に
訪
ね
る
コ
ー
ス
や
、
Ａ
Ｒ
（
拡
張

現
実
）
を
使
用
し
た
平
和
学
習
ア
プ
リ
に
よ
る
「
さ
る

く
」
を
実
際
に
体
験
で
き
る
コ
ー
ス
、
９
月
23
日
に
西

九
州
新
幹
線
が
開
通
し
た
ば
か
り
の
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
と
今

回
の
会
場
と
な
っ
た
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
を
巡
る
コ
ー
ス

な
ど
、
会
議
の
内
容
と
リ
ン
ク
し
た
場
所
を
そ
れ
ぞ
れ

視
察
し
た
。

◆　

◆　

◆　

◆　

◆

　

今
回
の
会
議
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
２
回
の
中
止
を

経
て
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
数
年
間
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
人
と
人
が
物
理
的
な
距

離
を
取
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、

「
つ
な
が
り
」や
交
流
が
、
人
口
減
少
社
会
と
い
う
課
題

に
立
ち
向
か
う
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
田
中
輝
美
氏
が
紹
介
し
た
鳥
取
市
・
雲
南
市
・

邑
南
町
の
事
例
や
、
都
竹
市
長
が
紹
介
し
た
「
ヒ
ダ
ス

ケ
！
」
の
事
例
の
よ
う
に
、
地
域
に
課
題
が
あ
る
と
い

う
こ
と
自
体
が「
つ
な
が
り
」の
き
っ
か
け
と
な
り
、
外

部
の
人
た
ち
が
何
度
も
通
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

田
上
市
長
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て「
天
の
時
・
地
の
利
・
人
の
輪
」は
非
常
に
重
要
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
、
時
代
認
識
を
き
ち
ん
と
し
、

自
分
の
地
域
の
課
題
を
き
ち
ん
と
把
握
す
る
こ
と
、
そ

し
て
、
行
政
・
市
民
・
民
間
・
大
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ま
ち
づ
く
り
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
成
長
す
る
こ
と
が
、「
何

度
も
訪
れ
た
い
場
所
」
と
し
て
選
ば
れ
る
た
め
に
必
要

で
あ
ろ
う
。
参
加
者
が
こ
の
会
議
の
成
果
を
地
元
に
持

ち
帰
り
、
お
の
お
の
の
地
域
で
、
個
性
を
活
か
し
て

「
選
ば
れ
る
」ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

閉会あいさつを行う小早川・理事長

閉会式

次期開催市のあいさつを行う熊谷・八戸市長

鶴鳴学園・長崎女子高等学校龍踊（じゃおどり）部による「龍踊り」の披露




